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改訂履歴

＃ 改訂日 改訂内容 改訂者

1 2024/03/07 カスタム設定(P.32～35)説明事項追記 大坂

2 2024/06/25 カスタム設定(P.32～35)説明事項追記 大坂

3 2025/02/20 カスタム設定(P.32～36)説明事項追記 大坂

4 2025/02/20 Apexジョブ(P.39)資料掲載ヘルプページへのリンク追加 大坂

5 2025/02/20 『選択リスト項目の区分値追加』削除 大坂

6 2025/02/20 コンパクトレイアウトの設定(P.41,50)説明事項追記 大坂

7 2025/02/20 廃止オブジェクト『見積書』(P.46～47,49)表記削除 大坂

9 2025/06/20 Ver1.39向けの設定項目を追加・編集 大隈

10 2025/07/18 Ver1.40向けの設定項目を追加・編集 大隈

11 2025/10/14 Ver1.41向けの設定項目を追加・編集 大隈
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１．本書の位置づけ

本資料の位置づけをご説明いたします。
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１．本書の想定読者

本書は【請求管理ロボ for Salesforceのインストールと利用可能な状態にするための設定作業】を説明した資料です。

【想定読者】

1. 請求管理ロボ for Salesforceの導入作業を・・・

• 自社対応する社内アドミニストレーターの方

• クライアントからの委託で、作業代行するベンダーの方

2. Salesforce.comの設定作業の実施スキルを有している方

• 認定アドミニストレーター又は、アプリケーションビルダー相当のスキルを有している方
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２．本書の記載範囲

請求管理ロボ for Salesforceの利用開始までに以下のタスクがございます。本書では【初期セットアップ】を取り扱います。

＃ 作業概要 作業詳細 備考

１ 初期セットアップ
Salesforceに請求管理ロボ for Salesforceをインストールします。

また、製品が動作するための必要設定を行います。

“SFからの登録に基づいて、請求書発行でき

る状態にする” ところまでを扱います。

２ 業務運用検討
請求管理ロボ for Salesforceを用いた請求業務・債権管理業務を検討

します。

３ パッケージ設定
請求管理ロボ for Salesforceの業務設定を行います。

例：ロゴの設定、差出人住所の設定、請求書送付メールの文面設定等

業務利用開始に伴う、顧客の請求書送付先

登録なども含まります。

※導入支援の中で弊社担当からご案内いた

します。

４ Salesforce機能開発 Salesforce上の機能開発を行います。

例：契約データを元に、請求管理ロボ for 

Salesforceの請求データを自動作成する処

理の開発、等。

本書の範囲
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２．初期セットアップの流れ

初期セットアップ作業の概要をご説明します。
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インストールの前に

インストールと接続

請求管理ロボ for Salesforceの設定

Salesforce画面の調整

2－1.初期セットアップ – 概要

初期セットアップ作業は、大きく以下のステップに分かれます。

ユーザー登録

②インストール

③SSOの設定

④API接続の設定

⑧ページレイアウトの設定

⑨レコードページの設定

⑩コンパクトレイアウトの設定

⑪ボタンの表示設定

①Todoオブジェクトのレコードタイプ設定

⑤カスタム設定

⑥APEXジョブの登録

⑦データ登録補助機能の設定

⑫SFユーザーへのライセンス割り当て

⑬ロボユーザー登録
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2－2.インストールの前に

インストールの作業の前に以下の注意点を確認し、対応方針を検討してください。
※Sandboxでの事前検証を推奨します。請求管理ロボもデモアカウントを払い出します。担当営業までご相談ください。

＃ 概要 詳細 備考

１ インストール時の権限適

用範囲

インストール時、権限付与プロファイル範囲の指定が必要です。

プロファイルごとに権限を分けるか否か、をご検討ください。

弊社としては以下の点から、【全プロファイルへのインストール】を

推奨いたします。

• 弊社製品の業務範囲上、役割分担する必要が乏しい。

• 全プロファイルに権限を付けても、ライセンスを付与しないと機能

利用できない。このため、意図せず機能利用されるリスクは低い。

２ インストール直後のライ

センス適用範囲

インストール時、「Salesforce全体がライセンスされる状態」と

なります。この為、一時的に「プロファイル権限があればだれで

も機能利用できる」状態になります。

インストール実施タイミングをご検討ください。

• 本番組織の場合、インストール作業後、弊社担当がインストール実

施を検知し、ご契約ライセンス数の設定を行います。

上記設定作業後、ユーザーにライセンス割り当ていただきます。

• Sandboxの場合、上記作業を行わないため、そのままではずっと

「SF全体がライセンスされる状態」のままとなります。開発検証

などで必要な場合、担当営業・CSにご相談ください。

３ Todoオブジェクトのレコ

ードタイプ

インストール時、Todoオブジェクトにレコードタイプが設定され

ます。これまでTodoオブジェクトにレコードタイプ設定がされて

いない場合、右記のような事象が発生します。

事前に、Todoオブジェクトのレコードタイプを追加します。

※作業詳細は次ページに記載

Todoオブジェクトにレコードタイプ設定がされていない場合・・・

• 各レコードページのTodo関連ボタン（【活動の記録】ボタン、

【新規Todo】ボタン等）が消える

• 作成されたTodoが更新できない
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2－3.タスク①：Todoオブジェクトのレコードタイプ設定 - 概要

請求管理ロボ for Salesforceをインストールすると、Todoオブジェクトに2種のレコードタイプを追加します。

これにより、Todoオブジェクトにレコードタイプがない状態のSalesforce組織の場合、

以下のような症状が出ます。

• Todoオブジェクトのレコードタイプが編集できない

• 【新規Todo】ボタンや【活動の記録】ボタンが非表示になる。

この回避のため、汎用的なTodoレコードタイプを設定します。

※ Todoオブジェクトに既にレコードタイプが設定されている場合は対応不要です。
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2－3.タスク①：Todoオブジェクトのレコードタイプ設定 - 詳細（1/4）

SF画面から【設定】＞【オブジェクトマネージャー】＞【Todo】＞【レコードタイプ】から、Todoオブジェクトのレコー
ドタイプを作成します。

11

1

2

3

4



Copyright 2025 ROBOT PAYMENT Inc. All Rights Reserved.

2－3.タスク①：Todoオブジェクトのレコードタイプ設定 - 詳細（2/4）

レコードタイプ名、表示ラベルは任

意の値で問題ありません。

全てのプロファイルを利用可能＆デフォルト

に設定してください。

標準的なページレイアウトを適用し

てください。
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SF画面から【設定】＞【オブジェクトマネージャー】＞【Todo】＞【レコードタイプ】から、Todoオブジェクトのレコー
ドタイプを作成します。
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2－3.タスク①：Todoオブジェクトのレコードタイプ設定 - 詳細（3/4）

SF画面から【設定】＞【ユーザーインターフェース】 ＞【グローバルアクション】 ＞【グローバルアクション】 から、
Todoオブジェクトのグローバルアクションを編集します。

レコードタイプを前項までで作成し

たもので指定して保存します。
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2－3.タスク①：Todoオブジェクトのレコードタイプ設定 - 詳細（4/4）

オブジェクト毎にオブジェクト固有アクションでTodoオブジェクトを利用するものがあれば、それも同様に対応してくださ
い。以下は、画面イメージを示すための例です。

参考画面です

• グローバルアクション以外に、オブジェクト内の固有アクショ

ンが定義できます。機能はグローバルアクションと同じです。

• こちらも、グローバルアクション同様にレコードタイプ設定の

対応が必要です。

• どのオブジェクトに対象アクションがあるかは、弊社では判断

できかねます。自社環境調査の上、ご対応をお願いします。
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※参考：対応しない場合の姿

【Todo】オブジェクトにレコード

を作るアクションが表示されなく

なります。

【Todo】オブジェクトのレコード

更新時、権限エラーになります。
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３．インストールと接続
1. Salesforceに【請求管理ロボ for Salesforce】をインストールします。

2. Salesforce・請求管理ロボの接続を設定します。
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3－1.インストールと接続 - 概要

以下のタスクが完了すると、【Salesforce⇔請求管理ロボでデータのやり取りができる】状態になります。

＃ タスク タスク概要 作業箇所

2 インストールの実施 Salesforceに、【請求管理ロボ for Salesforce】をインストールします。

1. インストール時、権限付与先のプロファイルを指定します。

3 SSO設定の実施 Salesforceに、【請求管理ロボ for Salesforce】にSSOするための設定を行います。

1. 接続アプリケーション設定を変更して、SSO可能なプロファイルを指定します。

4 API接続設定の実施 Salesforceに、【請求管理ロボ for Salesforce】とAPI通信するための設定を行います。

1. 請求管理ロボ上で、APIアクセスキー（認証情報）を払い出します。

2. Salesforce上の設定情報として、APIアクセスキーを保存します。
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3－2．タスク②：インストールの実施（1/3）

弊社担当から、請求管理ロボ for SalesforceのインストールURL情報を取得してください。取得後インストールURLを開い
て、インストール先組織を認証してください。

1. インストールURL情報は、弊社担当者にお問合せ下さい。

2. 本番・SandboxでURLが異なります。

インストール先にご注意ください
3. インストール先のシステム管理者で

ログインしてください

※次項で利用します。
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3－2．タスク②：インストールの実施（2/3）

インストール先を確認の上、インストールユーザーを指定してください。

インストール先のSF組織のドメインで

あることを確認してください。

前項で確認した、インストールキーを

入力してください。

権限付与先となるユーザを選んでくだ

さい。【すべてのユーザーのインスト

ール】を推奨します。

チェックをONにして、【次へ】を押し

てください。 5分程度でインストール

完了のメールが届きます。
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3－2．タスク②：インストールの実施（3/3）

インストール完了メールが届いたら、SF画面から【設定】＞【アプリケーション】＞【パッケージ】＞【インストール済み
パッケージ】画面を開き、インストールされたことを確認してください。

【インストール済みパッケージ一覧】に、【請求管理ロボ for 

Salesforce】があることを確認してください。
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3－3．タスク③：SSO設定の実施（1/4）

接続アプリケーション【請求管理ロボ for Salesforce】の設定を変更します。 【設定】＞【アプリケーション】＞【接続ア
プリケーション】＞【接続アプリケーションを管理する】画面を開いてください。

【接続アプリケーション】に、【請求管理ロボ for Salesforce】

があることを確認してください。

【請求管理ロボ for Salesforce】画面を開き、【ポリシーを編

集】ボタンを押してください。

次項でこの値を

変更します
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3－3．タスク③：SSO設定の実施（2/4）

OAuthポリシーを変更してください

【OAuthポリシー】＞【許可されているユーザー】を以下の通り

変更してください。

前：すべてのユーザーは自己承認可能

後：管理者が承認したユーザーは事前承認済み

22
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保存時、以下の注意画面が表示されます。【OK】ボタンを押して

ください（この注意に該当しないため、無視で問題ありません）
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3－3．タスク③：SSO設定の実施（3/4）

接続アプリケーション【請求管理ロボ for Salesforce】の利用可能プロファイルを設定します。

前項の手順を実施すると【プロファイル】欄が現れます。

【プロファイルを管理する】ボタンを押してください。

請求管理ロボを利用するプロファイルをONにして、保存してください。

設定するプロファイルがカスタムプロファイルの場合、プロファイルの権限設

定で「設定・定義を参照する」に、チェックをつけてください
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3－3．タスク③：SSO設定の実施（4/4）

【請求管理ロボ（設定）】アプリケーション＞【請求元設定】タブを開き、請求管理ロボにSSO出来ることを確認します。

【請求管理ロボ（設定）】アプリケーションを開きます。

【請求元設定】タブを開くと、SF画面の内側に、請求管理ロボ画面が開きます

※この時、SFユーザー→ロボユーザー情報を用いたSSOがなされます。

【ご注意】

SSOログインには、請求管理ロボに対応するユーザーが必要です。

本番環境の初回ログイン時は、ご契約申込時ご指定のSalesforceユーザーが

SSO出来るように設定されております。

うまくログインできない場合は、弊社担当にお問合せください。

本タスクが進められない場合は、

【タスク⑫：SFユーザーへのライセンス割り当て】

を先に実施してください。
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3－4．タスク④：API接続設定の実施（1/4）

【請求管理ロボ】＞【設定】＞【API接続設定】から【API接続編集】ボタンを押して、編集画面を開きます。

【請求管理ロボ（設定）】＞【請求元設定】＞請求管理ロボ画面を開き、右上

歯車マーク内の【API接続設定】から、API接続設定画面を開きます。

API接続設定画面の【API接続編集】ボタンを押し、編集画面を開きます。
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3－4．タスク④：API接続設定の実施（2/4）

APIアクセスキーを発行します。

【発行】ボタンを押下します。

※ APIアクセスキーが発行され、右の画面に遷移します。
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3－4．タスク④：API接続設定の実施（3/4）

SF画面に戻り、 【設定】＞【カスタムコード】＞【カスタム設定】から、【請求管理ロボ設定】を開きます

【設定】＞【カスタムコード】＞【カスタム設定】＞【請求管理ロボ設定】か

ら、アクション：【Manage】をクリックします。

【請求管理ロボ設定】画面を開き、画面上部の【新規】ボタンを押下します。

※【請求管理ロボ設定】は、ＳＦ組織全体のデフォルト設定のみ利用します。

インストール直後はデフォルト設定値がない為、まず新規登録を行います。
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3－4．タスク④：API接続設定の実施（4/4）

カスタム設定【請求管理ロボ設定】に【APIアクセスキー】等の認証情報を設定します。

以下の３項目にそれぞれ指定の値を設定して保存してください

① APIアクセスキー ：前述の手順で発行したAPIアクセスキーの値

② APIホスト ：“https://billing-robo.jp”

③ APIユーザーID ：請求管理ロボ側の登録ユーザーのメールアドレス

※③は契約時にご指定いただいた、請求管理ロボログイン用メールアドレスとなります。

内容不明の場合は、請求管理ロボのユーザー一覧画面を参照してメールアドレスを確認

してください。

※上図は画面イメージです。最新バージョンとは異なる場合があります。
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４．請求管理ロボ for Salesforceの設定
1. Salesforce.com上の、請求管理ロボ for Salesforceについて、各種システム設定を登録します。

2. Salesforce.com上で動作する定時処理をタイマー登録します。

3. その他Salesforceオブジェクトに対する個別対応を行います。
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4－1．請求管理ロボ for Salesforceの設定 - 概要

以下のタスクが完了すると、【請求管理ロボ for Salesforceが適切に動作する】状態になります。

＃ タスク タスク概要 作業箇所

5 初期設定の実施 Salesforce上の【請求管理ロボ for Salesforce】の初期設定を行います。

設定箇所が二か所ありますので、ご注意ください。

1. 【カスタム設定】に初期設定を行います

6 APEXジョブの登録 Salesforce上で動作する定時バッチ処理を設定します。

1. バッチ機能一覧を参照し、設定すべき処理を判断します。

2. 実際にバッチ処理を設定します。

7 データ登録補助機能の設定 Salesforce上の請求管理ロボ関連オブジェクトにデータを登録する際の登録補助機能をご用意し

ております。(例：取引先コードの自動採番)

必要に応じて、機能の有効化設定をお願いします。

1. 機能一覧を参照し、設定すべき機能を判断します。

2. 機能の有効化設定をします。
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4－2．タスク⑤：初期設定の実施 - カスタム設定（1/6）

SF画面から【設定】＞【カスタムコード】＞【カスタム設定】から、【請求管理ロボ設定】を開き、値を入れて保存してください。
※ 設定値詳細は次項参照ください。

31
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4－2．タスク⑤：初期設定の実施 - カスタム設定（2/6）

【カスタム設定】：【請求管理ロボ設定】の意味合いと各項目の設定推奨値は以下の通りです。

# 項目 項目の意味 設定内容

1 APIホスト SFから請求管理ロボにAPI連携する際の接続先を指定します。 https://billing-robo.jp

※変更不可

2 APIユーザーID SFから請求管理ロボにAPI連携する際のロボ側の実行ユーザーを指定します。 請求管理ロボ側の登録ユーザーのメ

ールアドレス

3 APIアクセスキー SFから請求管理ロボにAPI連携する際のAPI認証情報を指定します。 前述の手順で発行したAPIアクセスキ

ーの値

4 組織ドメイン SF組織のドメインを指定します。

Salesforce＞【設定】＞【会社の設定】＞【私のドメイン】で、【現在の [私のドメイ

ン] の URL】を確認してください。

「 [私のドメイン] の URL」の先頭、「https://」を付与いただく形となります。

例：https://keirinomikatademo.my.salesforce.com

https://【確認した私のドメインの

URL】

5 通知先１ 任意項目です。

API連携エラーが発生した際、こちらに指定いただいたアドレスに通知メールが飛びま

す。

任意のメールアドレス

※ブランクでも可6 通知先２

7 通知先３

32
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4－2．タスク⑤：初期設定の実施 - カスタム設定（3/6）

# 項目 項目の意味 設定内容

8 請求書取得拡張時間（h） 請求管理ロボ⇒SFにデータを連携する際、バッチ実行中に更新された請求書

も処理対象に含められるようにするための取得範囲を指定します。

※弊社システム都合のため変更不可

補足説明：請求書関連処理における実施対象請求書指定の設定変更（ヘルプ）

6
9 請求書明細取得拡張時間（h）

10 請求書メール送信取得拡張時間（h）

11 請求書郵送注文取得拡張時間（h）

12 請求書取得件数 請求管理ロボ⇒SFにデータを連携する際の一回当たりの取得件数を指定しま

す。

設定可能範囲は「1~200」

200 (推奨値)
13 請求書明細取得件数

14 請求情報取得件数

20 (推奨値)15 入金情報取得件数

16 消込結果明細取得件数

17 正常終了出力文字数 請求書オブジェクト、請求書明細オブジェクトの取得処理のログ出力内容を制

御します。
255 ※変更不可

18 エラー終了出力文字数
100,000 ※変更不可
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4－2．タスク⑤：初期設定の実施 - カスタム設定（4/6）

# 項目 項目の意味 設定内容

19 請求書リトライ間隔値（分） 請求書参照が失敗した際等のリトライ処理実行の間隔（分）を設定します。
30 (推奨値)

20 リトライ回数 請求書参照自動リトライ処理を実行する回数を設定します。 3 (推奨値)

21 消費税 請求管理ロボ側の商品マスタの規定消費税率に影響し、仕様上、ここで設定し

た値が商品マスタの消費税としてロボ連携されます。8以外は設定不可。

※Salesforceの商品オブジェクト(Product2)の値は反映されません

8 ※変更不可

22 請求書API明細分割取得スイッチ 接続するAPIを指定します。

ON：新APIで接続

OFF：旧APIで接続

※旧APIは2025年2月に廃止済みのため、利用不可

ON ※変更不可

23 無効請求書取得フラグ 無効になった請求書・請求書明細のデータを取り込むか設定します。

ON：取り込む

OFF：取り込まない

ON (推奨値)
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4－2．タスク⑤：初期設定の実施 - カスタム設定（5/6）

# 項目 項目の意味 設定内容

24 会計ソフト連携用商品コード項目利用

フラグ

請求情報オブジェクト「会計ソフト連携用商品コード」項目の値を連携します。

ON：連携する

OFF：連携しない
ON (推奨値)

25 入金情報無効データ更新取り込み 無効になった入金情報のデータを取り込むか設定します。

ON：取り込む

OFF：取り込まない

※無効の入金データ（取消など）も取り込むことが一般的なため

ON (推奨値)

26 デバッグログフラグ パッケージ内に含まれるプログラムがログ出力するかどうか、を制御するフラ

グです。ONにした場合、API連携エラーが発生した際にドキュメントオブジ

ェクト内のFolderCustomLogフォルダにエラーログファイルが格納されます。

ONにすると常時ドキュメントオブジェクトにログCSVが生成されるため、

Salesforce環境のストレージを逼迫する可能性があるため、OFFにしておくこ

とを推奨します。

OFF (推奨値)
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4－2．タスク⑤：初期設定の実施 - カスタム設定（6/6）

# 項目 項目の意味 設定内容

27 カスタム項目利用フラグ 請求情報オブジェクトに含まれる「カスタム項目」が連携可能となり、請求書

テンプレートカスタマイズPROご利用時に、カスタム項目で設定した値を使用

することができます。

※カスタム項目機能は有償オプションとなります

ご利用をご希望の場合は担当営業にお問合せください

OFF

※オプション契約を

されている場合はON

28 バッチログ保持期間（日） バッチログの保持期間を指定します。

システムトラブル発生時などを考慮して1か月前後の保持期間を設定いただく

ことを推奨します
30

29 バッチログ削除サイズ バッチサイズを指定します。

大きくすれば大きくするほど処理稼働期間が短くなりますが、システムエラー

の発生確率が上がります。
1,000

30 強制終了の請求書明細件数 V1.38以降、利用廃止となりました。

初期値から変更不要です。 10,000(初期値)

36



Copyright 2025 ROBOT PAYMENT Inc. All Rights Reserved.

請求管理ロボ for Salesforceには、APEXバッチ処理が含まれています。Salesforce上で、定時処理（APEXバッチ）登録す
ることができます。別紙参照の上、必要なAPEXジョブを登録してください。

▼別紙 - 【請求管理ロボ for Salesforce】バッチAPEX一覧
https://keirinomikata.zendesk.com/hc/ja/articles/29525010271129

※APEXジョブの登録手順はSalesforceヘルプを参照ください

▼Apex ジョブのスケジュール
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=platform.code_schedule_batch_apex.htm&type=5

4－3．タスク⑥：APEXジョブの登録
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キーコードの自動採番機能

4－4．タスク⑦：データ登録補助機能の設定 - レコードトリガーフロー

＃ 表示ラベル API参照名 備考

1 フロートリガ：取引先コード設定（取引先）
Flowtrigger_SetSeikyusakiCodeToAc
count

レコード作成時に取引先コードを自動採番する

2 フロートリガ：請求先部署コード設定（請求先部署）
Flowtrigger_SetSeikyusakiCodeToSe
ikyusakibusho

レコード作成時に請求先部署コードを自動採番する

3 フロートリガ：決済情報コード設定（決済情報）
Flowtrigger_SetPaymentMethodCod
eToPaymentMethod

レコード作成時に決済情報コードを自動採番する

本機能を利用される場合、以下のレコードトリガーフローを有効化してください。

【フローの有効化手順】
1. Salesforce の[設定]を開き、[クイック検索] に「フロー」と入力して、[フロー] を選択
2. 有効化するフローを選択
3. 右上の[有効化]を押す
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請求先部署、決済情報の登録ボタンの追加 (1~5)

4－4．タスク⑦：データ登録補助機能の設定 - ボタンの追加(1/2)

＃ 表示ラベル API参照名 備考

1 請求先部署作成（直接契約顧客） BillingIndividualDirectRegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：直接契約顧客

2 決済情報作成（銀振） PaymentMethodRegBankTransferRegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：00:銀行振込

3 決済情報作成（クレカ） PaymentMethodCreditCardRegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：01:クレジットカード

4 決済情報作成（バンクチェック） PaymentMethodBankCheckRegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：02:バンクチェック

5 決済情報作成（RP口振） PaymentMethodAccountTransferRegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：03:RP口座振替

取引先オブジェクトのページレイアウトを編集して、必要なボタンの配置をしてください。フロー等でレコードを作成する場合は不要です。
※ 弊社パッケージの標準レイアウトは【請求管理ロボ 取引先レイアウト】です。貴社の適切なレイアウトを編集してください

【推奨設定】
• #1「請求先部署作成（直販）」ボタンを追加することで、請求先部署レコードを効率的に登録できます
• #2~5 貴社ご請求に利用される決済手段のボタンを追加することで、決済情報レコードを効率的に登録できます
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請求先部署、決済情報の登録ボタンの追加 (6~10)

4－4．タスク⑦：データ登録補助機能の設定 - ボタンの追加(2/2)

＃ 表示ラベル API参照名 備考

6 決済情報作成（その他口振） PaymentMethodOtherAccountTransferRegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：05:その他口座振替

7 決済情報作成（バーチャル口座） PaymentMethodVirtualAccountRegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：07:バーチャル口座

8 決済情報作成（その他決済１） PaymentMethodOtherPayment1RegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：08:その他決済1

9 決済情報作成（コンビニ払込票（ハガキ）) PaymentMethodPaymentSlipRegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：06:コンビニ払込票（ハガキ）

10 決済情報作成（コンビニ払込票（A4）） PaymentMethodPaymentSlipA4RegQA
以下のレコードタイプのレコードを作成する。
レコードタイプ：15:コンビニ払込票（A4）

取引先オブジェクトのページレイアウトを編集して、必要なボタンの配置をしてください。フロー等でレコードを作成する場合は不要です。
※ 弊社パッケージの標準レイアウトは【請求管理ロボ 取引先レイアウト】です。貴社の適切なレイアウトを編集してください

【推奨設定】
• #6~10 貴社ご請求に利用される決済手段のボタンを追加することで、決済情報レコードを効率的に登録できます
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５．Salesforce画面の最適化
1. ページレイアウトの設定を行います。

2. レコードページの設定を行います。

3. リストビューボタンの設定を行います。
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5－1．Salesforce画面の最適化 - 概要

Step３が終わると、【請求管理ロボ for Salesforceの項目がアクセスできる】状態になります。

＃ タスク タスク概要 作業箇所

8 ページレイアウトの設定

【請求管理ロボ for Salesforce】は一部標準オブジェクト利用があります。

ページレイアウトの編集をいただく必要があります。

1. ページレイアウトの編集（項目詳細/関連リスト/ボタン）

9 レコードページの設定

【請求管理ロボ for Salesforce】は一部標準オブジェクト利用があります。

レコードページの編集をいただく必要があります。

1. レコードページの編集

10 コンパクトレイアウトの設定
【請求管理ロボ for Salesforce】は一部標準オブジェクト利用があります。

コンパクトレイアウトの編集を行うことで、操作性、視認性が上がります。

１1 リストビューボタンの表示設定
【請求管理ロボ for Salesforce】は一部標準オブジェクト利用があります。

リストビューボタンの変更を行うことで、一括作業がしやすくなります。
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5－2．タスク⑧：ページレイアウトの設定 - 概要

取引先・商談・商品の３オブジェクトは、請求管理ロボ for Salesforce上で利用されています。
それらのページレイアウトについて、項目の追加、ボタンの追加、関連リストの追加を行ってください。

＃ タスク タスク概要 備考

１ 項目詳細への項目追加 各オブジェクトに、弊社製品用のページレイアウトが含まれています。

その内容を参考に項目配置を行ってください。

※ 作業イメージを後述します。

各社ごとに配置の正解は異なります。

おそれいりますが、貴社でベストな配置を

ご検討ください。

２ ボタンの追加 各オブジェクトに、弊社製品用のページレイアウトが含まれています。

その内容を参考にボタン配置を行ってください。

※ 作業イメージを後述します。

各社ごとに配置の正解は異なります。

おそれいりますが、貴社でベストな配置を

ご検討ください。

３ 関連リストの追加 各オブジェクトに、弊社製品用のページレイアウトが含まれています。

その内容を参考に関連リスト追加を行ってください。

※ 作業イメージを後述します。
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5－2．タスク⑧：ページレイアウトの設定 - 取引先（1/2）

以下の要領で現在ご利用中のページレイアウトに、ボタンと項目を追加してください。

以下のボタンを追加してください。

・請求管理ロボへ登録

・請求管理ロボへ停止登録処理

・請求管理ロボへ停止解除処理

また、必要に応じてP.39~40のアクションボ

タンを追加してください。

赤枠で囲った項目を追加してください。

※ 【取引先コード】以外は、画面表示され

ていなくても実害ありません。

赤枠で囲った項目を追加してください。

※ 【取引先コード】以外は、画面表示され

ていなくても実害ありませんが、原則画面に

追加いただくことを推奨します
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5－2．タスク⑧：ページレイアウトの設定 - 取引先（2/2）

以下の要領で現在ご利用中のページレイアウトに、関連リストを追加してください。

以下の関連リストを追加してください。

・請求先部署

・決済情報

・請求情報

・請求書

・取引先履歴

※各関連リストには、関連リスト対象オブジ

ェクトのリストボタンが配置できます。

リストボタンの内容と利用推奨度は下記別紙

をご参照ください。

【別紙】アクションボタン一覧.xlsx
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5－2．タスク⑧：ページレイアウトの設定 - 商談（1/2）

以下の要領で現在ご利用中のページレイアウトに、ボタンと項目を追加してください。
※ 任意設定です。商談から請求情報を作る場合のみご対応ください。

【請求情報作成】ボタンを追加してください。

以下の項目を追加してください。

・請求先部署

・請求方法

・決済情報

・請求元担当者 ※利用する場合のみ追加してください
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5－2．タスク⑧：ページレイアウトの設定 - 商談（2/2）

以下の要領で現在ご利用中のページレイアウトに、関連リストを追加してください。

関連リスト【請求情報】を追加してください。

※各関連リストには、関連リスト対象オブジ

ェクトのリストボタンが配置できます。

リストボタンの内容と利用推奨度は下記別紙

をご参照ください。

【別紙】アクションボタン一覧.xlsx
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5－2．タスク⑧：ページレイアウトの設定 - 商品（1/2）

以下の要領で現在ご利用中のページレイアウトに、ボタンと項目を追加してください。
※ 任意設定です。商品勘定の運用をされる際のみご設定ください。

以下のボタンを追加してください。

・請求管理ロボへ登録

・請求管理ロボへ停止登録処理

・請求管理ロボへ停止解除処理

48
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5－2．タスク⑧：ページレイアウトの設定 - 商品（2/2）

関連リストの追加は不要です。

弊社定義レイアウトには関連リストが出ていますが、

実態として、関連リストが表示されているメリット

はありません。設定不要です。
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5－3．タスク⑨：レコードページの設定

ライトニングレコードページの配置見直しをおこなうことで利用体験が大きく向上します。
弊社パッケージに含まれているレコードページを参考にカスタムいただけますと幸いです。
※特に取引先や商品などの標準オブジェクトについて、見直しをお勧めします。

【テンプレート】

ヘッダー、サブヘッダー、左サイドバー

関連リストのクイックリンク

関連リスト１つ

ポイントは「業務実施タイミングごとにタブを分け、そのタイミングで使う関連リストをまとめて格納」です。
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5－4．タスク⑩：コンパクトレイアウトの設定

コンパクトレイアウトの表示項目の見直しをおこなうことで、レコードの主要項目が一目で確認できるように表示できます。
弊社パッケージに含まれているコンパクトレイアウトを参考にカスタムいただけますと幸いです。
※特に取引先や商談、商品などの標準オブジェクトについて、見直しをお勧めします。

コンパクトレイアウトの動作確認

強調表示パネル

コンパクトレイアウト

ページレイアウト
└Salesforce モバイルおよび

Lightning Experience のアクション
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5－5．タスク⑪：リストビューボタンの表示設定 - 概要

取引先・商品の２オブジェクトは、請求管理ロボ for Salesforce上で利用されています。
リストビューでの一括アクションボタンが用意されております為、必要なものを追加いただければと存じます。

詳細は【別紙】アクションボタン一覧.xlsxを参照
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5－5．タスク⑪：リストビューボタンの表示設定 - 取引先

SF画面から【設定】＞【オブジェクトマネージャー】＞【取引先】＞【リストビューボタンレイアウト】から、リストビュ
ーボタンを追加します。

追加して保存してください。
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5－5．タスク⑪：リストビューボタンの表示設定 - 商品

SF画面から【設定】＞【オブジェクトマネージャー】＞【商品】＞【リストビューボタンレイアウト】から、リストビュー
ボタンを追加します。
※ 任意設定です。商品勘定の運用をされる際のみご設定ください
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６．ユーザー登録
1. Salesforceユーザーに、請求管理ロボ for Salesforceのライセンスを割当します。

2. 請求管理ロボにユーザー登録を行います。
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6－1．ユーザー登録 - 概要

以下のタスクが完了すると、【各業務ユーザーがシステムを利用できる】状態になります。

＃ タスク タスク概要 作業箇所

12
SFユーザーへのライセン

ス割り当て

Salesforceユーザーに対して、請求管理ロボ for Salesforceのライセンスを割り当てます。

正しく登録することで、当該ユーザーが請求管理ロボ for Salesforceのオブジェクトや機能を利

用できるようになります。

※Sandbox(デモ環境)では、このタスクは不要です。

13 ロボユーザーの登録

請求管理ロボのログインユーザーを登録します。

正しく登録することで、当該ユーザーが請求管理ロボにSSOログインし、消込業務などを実施で

きるようになります。
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6－2．タスク⑫：SFユーザーへのライセンス割り当て（1/3）

Salesforceの「設定」を開き、「アプリケーション」＞「パッケージ」＞「インストール済みパッケージ」から、
【請求管理ロボ for Salesforce】の[ライセンスの管理]を開きます。

【ご注意】

請求管理ロボ for Salesforceのインストール直後は、

Salesforce全体がライセンスされた状態となっていま

す。このため、インストール直後は本手順が実施でき

ません。

インストールを検知すると、弊社事務担当が設定変更

対応を行い、貴社ご契約ライセンス数の割り当てがで

きる状態といたします。

その作業終了時、作業実施のご連絡メールが届きます。

メール受信後に本手順を実施してください。

1

2

3

※Sandbox(デモ環境)では、このタスク(SFユ

ーザーへのライセンス割り当て)は不要です。
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6－2．タスク⑫：SFユーザーへのライセンス割り当て（2/3）

【請求管理ロボ for Salesforce】ライセンス画面で、SFユーザーに請求管理ロボ for Salesforceのライセンスを割り当てます。

【ライセンスを付与したユーザー】一覧の【ユーザーの追加】を押します。 【選択可能なユーザー】一覧で付与したいユーザーをチェックします。

※表示されない場合は、次ページに遷移するなどで探してください。

【選択済みのユーザー】一覧下の【追加】ボタンを押下します。
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6－2．タスク⑫：SFユーザーへのライセンス割り当て（3/3）

【請求管理ロボ for Salesforce】のパッケージ画面で、ライセンス付与が完了したことを確認します。
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6－3．タスク⑬：ロボユーザーの登録（1/2）

【請求管理ロボ】＞【設定】＞【ユーザー一覧】から、ロボユーザー登録を行います。

【請求管理ロボ（設定）】＞【請求元設定】＞請求管理ロボ画面を開き、

【請求管理ロボ】＞【設定】＞【ユーザー一覧】を押します。

【＋ユーザー情報登録】を押し、 【ユーザー情報登録】画面を開きます。
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6－3．タスク⑬：ロボユーザーの登録（2/2）

【請求管理ロボ】＞【設定】＞【ユーザー一覧】から、ロボユーザー登録を行います。

以下の要領で値設定してください

1. ユーザーコード：弊社システム内部のユーザーコード。

システム上利用しないため、通番などでもOK。

2. ユーザー名 ：弊社システムのユーザー表示名。

3. メールアドレス：当該ユーザーのメールアドレス。

4. 所属グループ ：“管理グループ”を指定してください。

5. SalesforceID：このユーザーの、SFユーザー名を指定してください。

【注意事項】

1. メールアドレスに弊社からのお知らせが届きます。

受信可能なアドレスを指定してください。

2. SalesforceIDの値で指定したユーザーが、ここで登録するロボユーザーとしてロ

ボSSOログインできるようになります。

3. SalesforceIDに、メールアドレス型チェックが入っています。

Sandboxユーザーなどで、ユーザー名末尾が数字で終わる場合などは、ロボ登録

ができません。その際はSFユーザー名の変更後ご検討ください。

4. ユーザー登録後、ロボアカウントのパスワード設定依頼メールが届きます。

SFユーザーの場合、SF画面からSSOログインいたします。

そのため、届くメールは無視していただいて問題ありません。
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appendix

関連タスクについての補足を申し上げます。
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１．プロファイル権限設計の考え方

Salesforceは、プロファイル・権限セットで業務利用範囲を制御する仕組みになっております。

弊社製品では、【権限設計（プロファイル・権限セットの構築）はユーザー様各社のタスク】

という形をとらせていただいております。

※ 業務範囲が限定されている＆ライセンス割り当てしないと機能利用権が付与されない為

プロファイル設計にあたって、必要情報があれば別途お問合せをお願いします。
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２．請求管理ロボ側の初期設定作業

本書の記載範囲のほかに、請求管理ロボ本体の設定作業がございます。

例：請求書印字ロゴの設定、差出人の住所情報設定等

これらについては本書の記載対象外＆弊社の初期導入支援の中でご案内いたします。
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